
2017  

あなたの知らない 

東京 

見つかるかも 

海、川、ちよだ 
う　み か　わ 

都 会の砂漠で乾いた心に、水辺は深く染みわたる。 



東
京
に
は
い
く
つ
も
の

運
河
や
川
が
巡
っ
て
い

た。
江
戸
時
代
に
は、
運

河
と
し
て
人
々
の
生
活

と
密
着
し
て
い
た。 

　 特
に、
日
本
橋
は
今
で

も
日
本
の
交
通
網
の
起

点
と
な
る
場
所
と
な
っ

て
い
る。 

 

し
か
し、
そ
ん
な
東
京

の
多
く
の
水
路
は
高
速

道
路
や
埋
め
立
て
に
よ

り、
都
市
に
暮
ら
す
人

の
目
か
ら
遠
ざ
か
っ
て

い
っ
た。 

 

脈
々
と
築
か
れ
て
き
た

水
と
人
と
の
共
生
関
係。 

私
た
ち
は
忘
れ
ら
れ
た

東
京
の
水
辺
に
焦
点
を

合
て、
現
代
人
と
水
辺

の
新
し
い
関
係
を
模
索

す
る。 

　 

水
の
都、 
東
京 

－１ー 



－２ー 



東
京
湾
と
ふ
た
つ
の
川 

－３ー 



東京湾　江戸を支える恵の海	
 
 
東京湾は古くから江戸の人々と共にあった。 
 
江戸時代には、クジラが湾内を回遊しアシカも多く生息する豊かな海で、 
そんな海から人は魚や海苔など多くの恵みを得ていた。 
 
時代が進み、東京湾の多くの干潟は埋め立てられ護岸はコンクリートで固められ、 
海へ注ぎ込む水も人間によって汚された。 
 
さらに時代が進み現在。 
人はかつてのように海に歩み寄ることができるのか。 

－４ー 

2020年の東京五輪でトライアスロンの会場となる	
お台場の海。基準値以上の大腸菌が見つかり水質改善への	
取り組みが急務となっている。	
	



横浜で釣る 

海の上は風が強い。防寒対策はしっかりと！�

    
浜
と
聞
く
と
洗
練
さ
れ
た
お 

　 
洒
落
な
街
と
い
う
イ
メー

ジ
が

強
い
が、
そ
ん
な
横
浜
の
街
で
釣
り

を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
の
を
ご

存
じ
だ
ろ
う
か。 

　
デー

ト
ス
ポ
ッ
ト
と
し
て
有
名

な
港
の
見
え
る
丘
公
園
の
ほ
ど
近

く
に
船
釣
り
を
楽
し
め
る
港
が
あ

る。
ま
た、
釣
り
道
具
や
エ
サ、
クー

ラー

ボ
ッ
ク
ス
等
は
レ
ン
タ
ル
又

は
購
入
が
可
能
な
店
舗
が
あ
る
た

め、
手
ぶ
ら
で
出
向
い
て
も
問
題
な

い。
都
会
で
簡
単
に
釣
り
を
楽
し
む

こ
と
が
で
き
る
た
め、
一
度
足
を
運

ん
で
み
て
は
い
か
が
だ
ろ
う
か。 

 	 横 

築
地
で

食
べ
る 

	

この日の釣果はアジのみ40匹！！�

メモ�
�

釣果は季節によって変わります。�

アジやカサゴや、時にはヒラメが釣れ�

ることも！！��

大都会で旬の魚を追いかけるのも�

楽しいかも！？�

た
と
え
豊
洲
に
移
転
し
て

も、
築
地
が
江
戸
の
人
々
の

食
を
支
え
て
き
た
歴
史
に

変
わ
り
な
い。 

江
戸
㯁
台
所
㯂
私
㯁
台
所�

卵焼きは罪な味…�

メモ�
�

築地はもちろん食べる以外にも�
たくさんの楽しみ方があります。�

�

�

すぐ近くには浜離宮恩賜公園�
もあるので周辺の散歩もおすすめ！�

－５ー 



東
京
湾
を

肌
で
感
じ
る
ス
ポ
ッ
ト 

お
台
場
を

歩
く 

	

綺麗な夕日が沈んでいったお台場海浜公園。�

初代南極観測船『宗谷』�

地球を操るメンバー�

　
　
京
の
水
辺
と
言
っ
て、
お
台
場
を
思
い
浮 

　
　
か
べ
る
人
は
多
い
だ
ろ
う。 

　
丸
い
球
体
を
配
し
た
テ
レ
ビ
局
や
こ
の
場

所
に
通
じ
る
レ
イ
ン
ボー

ブ
リ
ッ
ジ
は
東
京

の
シ
ン
ボ
ル
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
ほ

ど
有
名
だ。
多
く
の
外
資
系
企
業
や
大
企
業
が

入
る
高
層
ビ
ル
や
大
規
模
展
示
場、
国
際
会
議

場
も
こ
の
場
所
に
存
在
す
る。 

こ
の
よ
う
に、
近
代
的
な
建
物
が
多
く
立
地
す

る
お
台
場
だ
が、
そ
の
歴
史
は
意
外
に
も
長
い。

こ
の
場
所
は
も
と
も
と
大
砲
の
台
場
と
し
て

江
戸
時
代
に
造
成
さ
れ
た
場
所
な
の
だ。 

そ
ん
な
お
台
場
は、
海
が
近
く
水
辺
に
親
し
む

の
に
う
っ
て
つ
け
の
場
所
だ
っ
た。 

東 

－６ー 



ふ
た
つ 

川 

－７ー 



ふたつの川　神田川と日本橋川	
 
神田川と日本橋川はどちらも東京の中心、千代田区を流れる一級河川。 
　 
そんな神田川、日本橋川はどちらも江戸時代以前から人との関わりがあり、当時から人々と深い交流を築いている。 
 
特に日本橋川流域は水運の便がよかったことから、江戸から近代に至るまで経済・交通・文化の中心として栄えた。 
 
そこは、全国から寄せられる商品が行き交いとても活気がある街だった。 
 
 

－８ー 



神田川にかかる聖橋からの眺望。	
JR線と地下鉄丸の内線が交差する景色を見ることが	
できるため撮り鉄には有名な場所。	
また、その複雑な地理からセンター試験の地図判断の	
問題に用いられたこともある。	
------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------	

JR御茶ノ水駅聖橋口を出て聖橋を渡った後、下にかかる	
道路の歩道がphotoスポット	

－９ー 



River 

文化	
 

神田川も日本橋川も隅田川
も荒川も、東京の川の側は
自然や歴史で溢れている。
それは昔から人々が川と密
接に関わりあってきたから
ではないだろうか。水が絶
えることなく流れる川に人
は何を思うのか。 

清澄庭園�
清澄庭園は江東区にある都立庭園。	
もともとは豪商の邸宅であったと伝えられ、荒廃した	
庭園を三菱財閥の創業者である岩崎氏が改修した物。	
回遊式築山林泉庭園として池を中心に築山や名石が	
配置さており、東京都指定名勝に指定されている。	
都会のオアシスとして多くの人に愛されている。	
------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------	

開園時間 9:00〜17:00　休演日 年末・年始	
入園料　一般150円　65歳以上70円	
（小学生以下及び都内在住・在学の中学生は無料）	

富岡八幡宮�

－１０ー 



River 

自然	
 

川の周りには自然が多く存在
する。都会を貫く神田川や日
本橋川の護岸はコンクリート
で固められてはいるが、その
側道には計画的に植えられた
植物が茂り季節の花を咲かせ
る。荒川の河口には干潟も存
在する。 
 
 

川は自然を育むのである。 

葛西臨海公園�

荒川の河口にある葛西臨海公園には、水族館や	
大観覧車の他に人口的に作られた干潟がある。	
夏のシーズンには多くの人が裸足で浜辺を歩き、	
潮干狩りを楽しむ。	
近年では水質改善の結果、東京都で唯一海水浴が	
できる場所となった。	
	

－１１ー 



荒川の下流にはトビハゼも生息。	
普段の生活では気付かない様々な生き物が、川や海で生きている。	
	

－１２ー 



船に乗る 

船上の揺れと風は心地よい！�

 

船
は
江
戸
時
代
か
ら
重
要
な

交
通
手
段
で
あ
っ
た。
前
述
し

た
よ
う
に
東
京
に
は
多
く
の

水
路
が
張
り
巡
ら
れ
て
い
る。

今
で
こ
そ
交
通
の
主
役
は
車

や
電
車
に
変
わ
っ
た
も
の
の、

そ
の
心
地
よ
さ
と
歴
史
に
は

多
く
の
人
が
船
に
乗
る
こ
と

を
迷
わ
な
い。
毎
日
運
行
す
る

水
上
バ
ス
や、
納
涼
船
か
ら
は

多
く
の
笑
い
声
が
聞
こ
え
る。 

  

ど
う
や
ら
時
代
が
ど
れ
だ
け

変
わ
ろ
う
と
も、
私
た
ち
の
心

の
親
水
性
は
変
わ
ら
な
い
ら

し
い。
さ
あ、
日
頃
の
憂
さ
は
水

に
流
し
て
し
ま
お
う。 

	

日
本
橋
で 

想
う 

	
江
戸
㯁
台
所
㯂
私
㯁
台
所�

船から自動車へ。 

交通手段の変化は東京の景色を一変させた。 

葛飾北斎の見た景色を取り戻すことはできる

のか。日本橋で古き良き世に想いを馳せる。 
	

交
通
の
要
衝 



川
を

楽
し
む
ス
ポ
ッ
ト 

浅
草
を

歩
く 

	

　
　
　
　
日
本
を
象
徴
す
る
観
光 

　
　
　
　
名
所
と
し
て
国
内
は
も

ち
ろ
ん、
海
外
の
観
光
客
か
ら
の

人
気
も
高
い。
中
で
も
雷
門（

風

雷
神
門）

は
浅
草
の
シ
ン
ボ
ル
の

一
つ
で
あ
る。 

大
人
に
と
っ
て
垂
涎
間
違
い
な
し

の
場
所
も
多
く
あ
る。
特
に
神
谷

バー

に
は
浅
草
伝
統
の
味『

電
気

ブ
ラ
ン』

が
宵
の
口
ま
で
華
や
か

な
時
間
を
提
供
し
て
く
れ
る。 

 

魔
物
㮟
潜
㯓
神
谷
㰚ー

�

浅草地下街 

電気ブラン�



「

あ
あ、
無
常。」

 

 

水
面
を
み
つ
め
る
私
の
姿
が 

 

波
紋
に
揺
れ
て、
心
も
揺
れ
る。 

	



水
の
歩
み
は
と
め
ど
な
く
。	

	

と
き
に
静
か
に
、
と
き
に
激
し
く
。	

	

浮
い
て
、
沈
ん
で
、
そ
し
て
溺
れ
る
。	

	

人
の
世
も
ま
た
、
流
れ
ゆ
く
。	

	



終わりに. 

　冊子『海、川、ちよだ』は高田A4ゼミ東京湾と川班の一年にわたる活動の

報告書的な意味もあり、編集の中で一年という時の流れの速さに舌を巻いたの

を覚えています。 
 

　千代田区には国会議事堂や様々な省庁、多くの企業が集まる日本を代表する

自治体の一つです。そして私たちが所属する法政大学もこの千代田区に立地し

ています。大都市はコンクリートで覆われた無機質的な場所という印象を持つ

方も多くいるのではないでしょうか。しかし、大都市千代田区には皇居やそれ

を取り囲むお堀、そして神田川など意外にも豊かな自然に囲まれた都市なので

す。 
 

　千代田区の川に目を向けた時、その川は隅田川や皇居のお堀など他の水辺と

繋がりやがては東京湾に流れ込みます。たとえ無機質的な大都市を流れる川で

あっても、川は歴史や文化を持ち、現代においても有機的な働きを持っている

のです。 
 

 東京は成熟したと言われる現代社会の中で、未だに資本や人を引きつけなが

ら成長しています。高度成長期には世の勢いの中で忘れられた都会の水辺です

が、成熟した社会の中でかつての水辺が持っていたオアシスのような意味を取

り戻す時がきたのではないでしょうか。 
 

　この冊子を読み、少しでも都会の水辺に興味をもち足を運ぶきっかけとなれ

ば幸いです。 

O
ur Desire 



法政大学 人間環境学部 高田A4ゼミ 東京湾と川班. 
 

 私達は普段法政大学で自然環境や生物多様性についての学習を行っています。

毎週のグループワークによるゼミ活動に加え、6つの班から構成される班活動:

サブゼミを学生主導で運営しています。 

 

 その中のうちの1つ、”東京湾と川班”に我々は所属しており、この班は法

政大学の所在地である千代田区の水辺や東京湾にまつわる様々な分野について

まとめた冊子作りを通して、東京の水辺の魅力発信をすることを目的に活動し

ています。東京オリンピックの開催や築地市場の移転など、目まぐるしく変化

する東京の水辺に注目が集まっているなか、水辺を取り巻く自然環境について

より興味をもってもらえるように今年度の活動成果をまとめました。 

 

今回の冊子製作は2017年度のメンバー（四年生：石井さん、永野さん　三年

生：吉澤君　二年生：入山君、渡邉さん）で行いました。製作に関してご協力

いただいた方々に深く感謝申し上げます。 

2018/10/01 

2017年度 東京湾と川班一同 

Abo
ut Us 

上記QRコード　左 大学HP、右 学部HP 

カメラに取りつかれた三男�

欲望の四女�

Stand
 by m

e！�

マダムな二女と釣りバカ二男�

笑顔の四女�



自
然
も
人
も
　
れ
や
す
い 

だ
か
ら、
支
え
合
う 

製作　2017年度東京湾と川班 


